
学校教育目標 「失敗を恐れずに未来に向かってたくましく生き抜く子どもの育成」

令和７年４月８日（火）No.２

文責：校長 藤谷 寛

４月７日（月）に入学式が行われ、浅内小に４名の新しい家族が増えました。

入学式では、学級担任の氏名点呼に、４人とも元気に返事をしてくれました。明日から53個にそろ

った若い芽たちの活躍が楽しみです。

校長祝いの言葉の中で、浅内小の子どもたちが

大切にしているものとして、二つの言葉を紹介し

ました。この言葉と共に子どもたちが、人を思い

やる「美しい心」と、どこまでも伸びゆく「高い

志」をもち、有意義な小学校生活を送ることがで

きるよう、職員一同全力で教育活動を推進してま

いります。今後とも子どもたちへのご声援をよろ

しくお願いいたします。

入学式が終わり、１年生を迎える会が行われました。

６年生の野＊＊＊さん、平＊＊＊＊さんによる堂々とし

た司会と、松＊＊＊さんの心のこもった歓迎の言葉、聞

いているだけでワクワクする全校合唱「子どもの世界」

により、温かな会となりました。

一 一年生のみなさん、ご入学おめでとうございます。

わたしたちの浅内小学校にはよいところがたくさんあります。

一つ目は、「家族のようにみんな仲よし」ということです。

二つ目は、「楽しい行事がたくさんあること」です。

一年生のみなさん、みなさんは今日から私たち「家族」の仲

間入りです。これからの学校生活で、分からなくなったり不

安になったりしたときは、私たちに相談してくださいね。そ

して、早く学校生活に慣れてほしいと思います。

これから、私たちと力を合わせて元気いっぱいの学校にしていきましょう。

浅小ＨＰ
合い言葉「浅内小は家族」

【なかよく】

浅内小は家族。家族みんなが明るい気持ちでいら

れるよう友だちとなかよく！

【ゆめ】

ゆめは人を強くする。「小学校でやってみたいこ

と」「大きくなったらやってみたいこと」たくさんの

ゆめを！



一年の計は元旦にあり
いちねん けい がんたん

一年のことは年の初めの元日に計画を立てて行うべきである。物事は初めが大事であり、

しかもしっかりした計画のもと着実に行えということ。
出典：コトバンク

皆さんご存じのことわざに「一年の計は元旦にあり」というものがあります。現代の中国でも「一

年の計は春にあり」ということわざとして使われている言葉です。年頭に今年は何をするか、目標を

定め決意を新たにすることが大切ということで、根底には、年の初めの過ごし方がその一年を左右す

るという思いがあるのだそうです。これを学校に置き換えると「一年の計は１学期初日にあり」とい

うことになるかもしれません。

浅内小学校では４月７日の５校時から通常日課がスタートしました。どの学年も春休み気分を引き

ずらず、学習モード全開でした。今年度浅内小では「一段階上の取組」を、指導におけるキーワード

として掲げることにしました。令和７年度、５３人がどのくらい飛躍していくのか、楽しみにしなが

ら見守っていきます。

【６年生・漢字の復習】

【４・５年生・１学期の目標】

◎浅内小学校ホームページの更新について

新体制でのスタートに伴い、ホームページの更新について見直しを行っております。

子どもたちの様子をどのように伝えていくか、現在検討中ですので、もうしばらくお待ちください。
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